
　
前
日
、
和
水
町
を
震
源

と
す
る
震
度
６
弱
の
地
震

が
起
き
ま
し
た
が
、
予
定

ど
お
り
、
１
月
４
日
（
金
）、

和
水
町
中
央
公
民
館
で
平

成
31
年
和
水
町
成
人
式
を

開
催
し
ま
し
た
。
式
典
で

は
、
髙
巢
町
長
や
町
内
小

中
学
生
か
ら
新
成
人
者
へ

向
け
て
温
か
い
お
祝
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
新
成
人
を

代
表
し
て
の
意
見
発
表
で

は
、
深
浦
和
樹
さ
ん
（
大

江
田
）
と
戸
上
静
さ
ん
（
野

田
）
が
、
新
成
人
と
し
て

の
決
意
や
お
世
話
に
な
っ

た
人
へ
の
感
謝
の
言
葉
、

和
水
町
へ
の
思
い
な
ど
を

発
表
し
ま
し
た
。

　
式
典
後
、
恩
師
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
中
学
時
代

の
写
真
な
ど
、
菊
水
地
区
・

三
加
和
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の

有
志
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ

た
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
の
上
映

会
が
行
わ
れ
、
新
成
人
の

懐
か
し
い
姿
な
ど
に
声
を

上
げ
な
が
ら
盛
り
上
が
り
、

笑
い
声
の
絶
え
な
い
ひ
と

と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
で

町
内
出
身
の
ア
ス
リ
ー
ト
、

柿
内
輝
心
さ
ん（
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
）
と
廣
田
彩
花

さ
ん
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

か
ら
新
成
人
に
向
け
た
、

熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
全
日
程
終
了
後
は
、
久

し
ぶ
り
に
会
う
友
人
と
お

互
い
の
晴
れ
姿
を
写
真
に

収
め
る
姿
や
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
て
い
る
姿
が

見
ら
れ
、
会
場
全
体
が
笑

顔
で
満
た
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
人
の
一
歩
を
踏
み
出

し
た
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
、

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

平 成 31 年 和 水 町 成 人 式

　本日は、私たち新成人のためにこのような
盛大な式典を催していただき、誠にありがと
うございます。また、お祝いの言葉をいただ
きました町長様をはじめとするご来賓の方々、
ご出席いただきました皆さまに心よりお礼申
し上げます。
　昨晩、震度６弱の地震が発生しました。そんな中、無事に成人式
を迎えることができ、大変うれしく思います。
　このように晴れて成人を迎えることができたのも、家族や先生方、
地域の方々の支えのおかげです。本当にありがとうございます。
　さて、中学時代とは私にとってかけがえのない時間だったと感じ
ています。中学生の歳は発達心理学でいう青年期初期にあたります。
青年期とは第２次性徴期といわれ、思春期など心の発育にとって重
要な時期のひとつです。そんな自己形成の過程を共に過ごした友人
たちは、心の成長や性格形成に大きく影響を与えるのです。その友
人たちと、部活動や勉強だけでなく、さまざまな経験をしました。そ
こで学んだのは、社会を生き抜くうえで基盤となるものでした。人と
の「わ」を大切にすること、思いやりをもつこと、尊敬すること。私
が中学１年生のときのクラス目標は、ひらがなの「わ」でした。この
「わ」とは、人とのつながりや関係を意味するものです。クラスとい
う空間をどれだけ楽しく居心地のいいものにするかは、人との「わ」
や相手への思いやりを大切にすることだと教えていただきました。
私も当時、友達に心ない発言をし、けんかをしたこともありました。
しかし、共通の親しいクラスメイトが仲を取り持ってくれていたおか
げで、無事に仲直りすることができました。それも友達同士の「わ」

を大切にしていたからだと思います。受験での「社会の厳しさ」、部
活動での「団結の重要さ」、クラスでの「協調性」などさまざまなこ
とを経験し、人として成長することができました。楽しい空間を作る
サポートやアドバイスをしてくださった先生方にはとても感謝して
います。ありがとうございました。私は中学で、ばかをして笑い合え
る友達と心から尊敬できる恩師と出会いました。この出会いは私の
人生で大きな財産となるに違いありません。そこで学んだことは忘
れずに、常に向上心を持ち続ける人でいたいと思います。
　新成人の皆さんは将来について考えていますか？それは仕事だけ
における話ではありません。現在の日本は非常に多くの問題を抱え
ています。少子高齢化や外交問題などだけでなく、オリンピック開
催の年の2020年問題などは私たちにも深く関わってくる問題ばかり
です。オリンピック後の日本経済は不安定で悪化するともいわれて
います。そうなった場合、多くの国民が厳しい状況に直面します。そ
んな先の見通しができない世界を、自分という「責任」を背負って
生きていかなければならないのです。共にこれから自律し、生きて
いく新成人の皆さんに私が伝えたい言葉は一言だけです。ほんとに
一言です。「志」です。志を持って生きてください。何事にも志を
持って挑んでください。学べることは普段の生活にもたくさんある
はずです。それをいかに見つけ、自分の生活や夢に落とし込めるか
が大切だと思います。時間は皆平等です。その同じ時間をどれだけ
価値のあるものにするかは、自分の行動しだいです。共に頑張って
いきましょう。
　最後になりましたが、尊敬する両親や家族への感謝を忘れず、ゆ
るぎない信念と誇りを胸に、志を持ち人生を進み続けることを誓っ
て新成人者意見発表とさせていただきます。

平成31年１月４日

新成人代表　　深浦　和樹

　本日は、成人を迎えた私たちの門出
に対し、このように盛大な素晴らしい
式典を開催していただき、誠にありが
とうございます。また、お祝いや激励の言葉をいただきま
した町長様をはじめご来賓の方々、ご出席賜りました皆さ
まに心より感謝申し上げます。
　本日、私たちが成人式を無事に迎えることができたのは、
無数の愛を注ぎ、育てていただいた家族や、苦学を共に歩
んできた仲間、見守り支えてくださった先生方や地域の皆
さまのおかげであると忘れてはなりません。改めて感謝申
し上げます。
　私は熊本の高校を卒業後、大学進学のため福岡に渡り
ました。多くの仲間に恵まれ充実した生活を送っておりま
すが、生活の中でも他県の友人と話をしていても、私が
育った、ここ「和水町」がいかに自然豊かでいかに人の温
もりや暖かさに恵まれた町であるかを実感します。

　私たちは二十歳を迎え、職業に従事している人や学業
に励んでいる人など、それぞれの立ち位置は異なりますが、
一人一人が社会の一員として和水町を、熊本を後世に引
き継ぐため課せられた任務を果たせるよう努めていく覚悟
でおります。
　さて、昨年はピョンチャンオリンピックが開催され、日
本は過去最多13個のメダルを獲得し、数々の感動を私た
ちに与えてくれました。国境や人種、宗教の壁を越え諦め
ないことの大切さや努力することの意味を学ぶことができ
ました。同世代の人たちがこのように活躍する中、私たち
は何ができるのかと考えたとき、一人の人間としてできる
ことは小さいかもしれませんが、よりよい日本を作ってい
くため、社会に貢献できる立派な社会人になれるよう取り
組んでいくことが使命ではないかと思っております。
　今年は改元という大きな節目を迎えます。平成最後の新
成人として誇りを持ち精進していく所存でございます。
　本日の式でいただきました、たくさんの祝福と今まで私
たちが受けてきましたすべてのご恩に対し、重ねて感謝申
し上げ、新成人代表挨拶とさせていただきます。

平成31年１月４日

新成人代表　　戸上　静
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